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はの素来 鳥の静ます　静ん売 
4月26日の選挙で

代理の人は委任状を

税務関係講師明の交付

税務関係の諸証明の交付を受ける人
は、原則的に「本人（こ限り」となってい

ます。代理の人が交付申請に来る場合
は、家族でも必ず委任状もしくは代理権

授与通知書が必要です。
ただし、字図、車庫証明用評価証明

蕾、車検用納税証明書は除きます。

＊　5　月　の税金＊

国民健康保険税（第1期）

納　期　5月16日一6月1日

町税の納税は便利な口座振筈で………‥遠賀信用金庫、

遠賀郡農協遠賀支所、西日本銀行芦屋支店、福岡銀行、

福岡相互銀行窓口でお申し込みください。



私達を取り巻く交通社会は、昔では考えられないほど急

速なテンポで変化し、今や国民2人に1人は運転免許を持

ち、家庭や職場では自動車や二輪車が目覚ましく普及して

います。しかし、一方では交通事故の議牲者も増え大きな

問題となっています。全く突然に私達の生活基線に襲いか

かる交通事故は言被害者はもちろん、加害者についても当

人だけでなく、家族くるみが悲惨な状況に陥ることも度々

です。では、どうしたら交通事故の発生を防ぐことができ

るのでしょうか。それには、自動車、二輪車、自転者を運

転し、道路を歩く「人間」そのものが交通安全を心がける

ことが、交通事故防止の根本といえるのではないでしょう
‾‾“‾‾‾－‾‾‾－　か。5月11日からは春の交通安全連動が始まります。 

これを機会にもうー廣交通安全に ＝謬誕◎諺鍾㊧議 1、 フ　　舘， 　閑雲撃≡≡攣。。 

総講 
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教教教教
諭諭諭諭

ど
　
こ
　
忙

教
諭
　
村
田
　
魔
幸

教
諭
　
横
山
み
ど
り

教
諭
　
石
田
み
ど
り

教
諭
中
村
　
卓
郎

遠
賀
中
学
校

町
内
小
中
学
校
教
職
員
の
異
動

裏
門
小
学
校

艦
出
　
職
名
・
氏
名
・
転
任
先
（
退

職
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
長
沖
　
陸
奥
雄
北
九
教
育
密
務
所

鶉
　
本
　
俊
別
　
法
木
小

数
諭
金
子
　
清
志
　
粕
屋
郡
山
田
小

教
諭
　
宋
土
屋
美
子
　
浅
木
小

数
諭
　
石
橋
　
綾
子
　
鞍
手
郡
古
月
中

転
入
　
職
名
・
氏
名
・
護
（
新

任
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
長
　
添
田
酔
顔
鞍
手
郡
新
延
小

谷
川
久
美
子

足
立
　
尚
美

幡
手
美
津
子

船
津
丸
成
子

教
諭
∴
鶴
田
　
安
男

教
諭
　
大
孝
　
治

教
諭
　
林
　
業
子

教
諭
　
幡
手
美
津
子

浅
木
小
学
校

転
出

校
長
　
早
川
　
英
明

教
諭
∴
鶴
田
　
安
男

教
諭
　
大
和
秀
夫

霊
木
小

鞍
手
郡
新
延
小

机
小

浅
木
小

伊
左
座
小

島
門
小

鞍
手
那
剣
北
小

腰
入

校
長
　
大
田
　
治
彦

教
諭
　
本
　
俊
則

教
諭
　
福
田
種
子

教
諭
末
吉
俊
美
子

教
諭
　
鷲
尾
　
操
子

教
諭
　
坂
本
一
組

教
諭
∴
添
田
尚
子

広
波
小
学
校

転
出

校
長
　
安
永
多
茜
男

教
諭
　
寺
原
　
神
助

教
諭
　
中
葉
　
允
雄

教
諭
　
鷲
尾
　
操
子

教
諭
矢
野
　
定
廷

転
入

猪
熊
小

机
小

島
門
中

大
卒
闇
市
笹
原
小

横
手
郡
小
竹
西
小

島
門
小

声
廃
棄
小

島
門
中

庭
渡
小

新
規
採
用

新
規
採
用

脆
出

校
長
∴
松
下
　
征
戦

教
諭
　
石
田
　
瑞
恵

教
諭
　
鷲
尾
　
賢
司

教
諭
　
鈴
木
　
完
治

教
諭
　
細
谷
真
智
子

教
諭
　
山
崎
　
寒
路

腰
入

校
長
束
　
和
夫

教
諭
野
口
　
幹
之

教
諭
秋
武
　
重
義

教
諭
　
角
田
　
栄
二

教
諭
　
磐
田
　
玲
子

教
諭
　
山
崎
　
宏
美

水
巻
申

岡
垣
東
中

岡
桓
甲

声
昼
中

岡
垣
乗
車

北
九
教
育
寧
務
所

芦
屋
中
付
教
育

撃
高
市

岡
垣
中

小
竹
中

水
琴
甲

岡
垣
中

青
木
小

猫
熊
小

声
庭
中

浅
水
小

退
職

校
長
　
久
原
　
周
夫
　
鞍
手
郡
宮
田
南
中

遠
賀
南
中
学
校

振
出

校
長
　
固
廣
　
借
　
間
填
申

教
諭
　
井
上
　
弘
行
　
芦
屋
中

腰
入

校
長
野
上
　
貝
行
鞍
手
町
宮
田
西
中

教
諭
　
田
中
　
和
雷
　
柏
屋
郡
古
賀
中

教
諭
∴
満
水
　
千
悪
所
規
採
用

教
諭
　
芦
刈
　
瑞
代
新
規
採
用
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幼
な
い
生
命
に
愛
の
手
を

－
五
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す
－

本
年
も
全
国
一
斉
に
五
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
、
赤
十
字
月
間
と
し
て
社
馨
藁

連
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

彗
小
足
や
伝
染
病
で
善
し
ん
で
お
り
、
そ
れ

ら
の
救
援
活
動
を
推
進
し
、
ま
た
国
内
的
に

は
、
東
日
本
各
地
に
記
録
的
な
豪
雨
を
も
だ

赤
十
字
は
、
人
道
、
博

愛
の
も
と
に
、
国
際
的
に

は
各
国
の
赤
十
字
と
手
を

つ
な
い
で
、
ア
ジ
ア
、
中

東
、
ア
フ
リ
カ
、
藁

な
ど
の
多
く
の
国
々
で

の
、
引
き
続
く
災
害
な
ど

の
た
め
缶
詰
の
危
機
に
頗

し
、
飢
餓
、
貧
困
、
疾
病
な

の
＋
ら
し
た
台
風
調
号
災
筈
や
伊
豆

大
島
三
原
山
の
大
噴
火
に
伴
う

住
民
緊
急
遭
難
に
対
す
る
救
護

班
派
遣
を
は
じ
め
、
地
域
社
会

に
密
着
し
た
医
癖
適
薬
、
献
血

瞭
薬
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す

こ
れ
ら
赤
十
字
の
恐
業
資
金

は
、
社
員
が
納
入
す
る
社
費
と

蕾
金
が
全
て
の
財
源
で
す
。

ど
の
悲
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々

や
開
発
途
上
国
で
の
公
衆
衛
生
、
保
健
面
で

ど
う
か
趣
旨
を
こ
理
解
の
う
え
、
皆
様
の

あ
た
だ
か
い
こ
支
援
、
こ
協
力
を
賜
り
ま
す

の
立
ち
遅
れ
か
ら
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
栄
　
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

捜
　
査
　
に

ご
　
協
　
力
　
を

最
近
、
私
た
ち
の
周
辺

で
超
き
て
い
る
暴
力
団
の

犯
罪
は
、
悪
質
凶
悪
化
、

巧
妙
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
、

多
発
化
の
傾
向
を
ホ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
番
身

近
な
折
尾
警
察
署
管
内
の

暴
力
団
に
よ
る
犯
罪
は
、

陰
湿
化
、
潜
在
化
し
て
い

る
の
か
現
状
で
す
。
こ
の

た
め
暴
力
団
か
ら
猿
害
に
あ
っ

た
と
し
て
、
す
す
ん
で
答
案
に

殺
害
申
告
が
な
さ
れ
た
頭
件

は
、
こ
こ
一
年
間
に
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
団
導
件
の
捜
査
は
、
時

を
開
き
込
ん
で
被
害
者
を
捜
し

回
る
こ
と
に
捜
査
活
動
の
大
半

が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
犯
罪
の
な
い
明
る
い
街
は
で
き
ま
せ
ん
。

弱
み
を
見
せ
る
と
ど
こ
ま
で
も
つ
け
込
ん
で

く
る
の
が
暴
力
団
で
す
。

◎
泣
き
寝
入
り
せ
ず
、
被
害
に
あ
っ
た
ら
男

気
を
も
っ
て
届
け
出
を

◎
犯
罪
を
見
た
ら
聞
い
た
ら
m
番

皆
さ
ん
の
男
気
あ
る
通
報
と
、
捜
査
に
対

す
る
こ
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か

人
権
椀
種
委
員
制
度

六
月
一
日
は
、
人
橋
擁
稜
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
竺
ハ
月
一
日
に
人
権
籍
萎

貝
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
韻
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人

権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ

れ
が
人
種
観
斌
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
瀦
委
員
は
、
六
月
一
日
を

「
人
種
擁
護
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思

想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

当
町
に
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
ら

れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

・
桝
田
富
雄
　
上
別
府＄

（
2
9
3
）
0
0
8
6

。
田
代
勝
次
　
広
漠

㊨
（
2
9
3
）
5
2
6
0

西
日
本
最
大
の
公
国
墓
地

町
営
遠
賀
霊
園

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た

申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
、

遠
賀
霊
園
セ
ン
タ
ー
へ
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▽　　　▽　　　　　▽
謹　　会　　　　期

目　　　物　　　　　日憲　蜜　完　璧　舅　舅
・　　千　　手　　子　　子　　女

▽資梅・遠賀郡内に在住する小学五
一般女子　州、脚、3000

▽　　　▽

董藁

郡
陸
上
蔀
技
記
録
会
率
馨
何
へ

▽
そ
の
他
当
日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん

6
月
1
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

競
技
開
始
　
9
時
5
0
分

遠
賀
総
合
運
動
公
園
ク
ラ
ウ
ン

‥
卜

（
単
位
は
メ
ー
ト
ル
）

。
小
学
男
女
　
州
、
脚
、
走
幅
跳

年
生
以
上
の
人

・
遠
賀
郡
内
に
在
勤
す
る
人

・
遠
碁
攫
在
学
者

▽
参
加
制
限
一
人
二
穏
目
と
す
る

恥
、
脚
、
3
0
0
0

走
幅
跳
、
砲
丸
技

恥
、
1
5
0
0
、
5
0
0
0

走
幅
跳
、
砲
丸
毀

恥
、
脚
、
3
0
0
0

走
幅
跳
、
砲
丸
技

細
、
1
5
0
0
、
l
方

走
幅
跳
、
砲
丸
投

走
幅
跳
、
砲
丸
毀

運
動
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
硬
式

テ
ニ
ス
の
初
心
者
教
室
を
ナ
イ
タ
ー
で
始
め

ま
す
。
マ
マ
さ
ん
や
中
学
生
以
上
の
独
身
女

怪
が
対
象
で
す
。
教
室
が
終
了
後
遠
賀
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
練
習
を
続
け
て
下
さ

い。
硬
式
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い
女
性
の
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
開
催
日
　
5
月
2
2
日
以
降
毎
週
金
曜
日

ュ
0
回
コ
ー
ス

▽
時
　
間
　
宣
9
時
～
2
1
時

▽
指
導
者
山
田
正
義
サ
ブ
コ
ー
チ

そ
の
他
ク
ラ
ブ
員

▽
参
加
費
用
　
1
回
　
五
百
円

▽
主
催
　
遠
賀
硬
式
庭
球
連
盟

遠
賀
調
整
墓
貴
会

▽
主
　
管
　
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▽
場
　
所
総
合
運
動
公
園
ア
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
申
込
先
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

窓
口
　
禽
（
2
9
3
）
5
4
3
4

っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
5
月
綱
目
（
・
e

ュ
8
時
0
0
分
～
2
1
時
（
雨
天
の
場

合
は
、
次
週
土
曜
日
に
延
期
）

▽
主
催
　
遠
賀
町
教
書
萎
貝
会

硬
式
庭
球
連
盟

▽
主
　
管
　
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▽
種
目
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
王
女
プ
ル

ス
（
申
込
み
は
、
で
き
る
だ
け

ペ
ア
で
お
願
い
し
ま
す
）

▽
参
加
費
用
　
五
百
円
（
保
険
料
な
ど
）

当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

▽
申
込
先
（
電
話
で
徳
で
す
）

。
中
英
区
　
佐
藤
義
雑

禽
（
2
9
3
）
5
3
9
6

・
永
松
　
政
利

衝
（
2
9
3
）
0
8
5
4

・
遠
賀
町
教
萎
民
会
社
会
教
育
課

＄
（
2
9
3
）
ュ
2
3
4

内
藤
3
5
6

▽
申
込
締
切
日
　
5
月
2
1
日
（
木
）

従
撃
し
た
人
。

▽
申
　
込
　
6
月
1
8
日
～
7
月
Ⅱ
日
ま
で
に

申
込
書
（
6
月
l
日
以
降
福
祉

率
務
所
、
役
場
に
あ
り
ま
す
）

に
受
講
料
を
添
え
て
、
福
岡
県

保
育
所
連
盟
（
福
岡
市
博
多
区

千
代
1
の
2
の
2
）
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
節
0
9
2
（

6
4
1
）
1
9
3
1

2
年
ま
で
の
男
女
）

▽
研
修
内
容
　
沖
縄
で
の
見
学
、
船
ま
つ
り

船
上
で
の
研
修
な
ど

▽
費
用
　
5
～
6
万
程
度
（
詳
細
未
定
）

▽
藁
締
切
　
5
月
ュ
6
日
（
土
）

▽
申
込
方
法
　
教
書
委
員
会
社
会
教
育
課
に

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

▽
間
合
先
　
船
津
丸
秀
樹
、
岡
垣
町
南
南
陽

鍵
（
2
8
2
）
9
1
3
8
へ
2
0

時
か
ら
㌶
時
の
間
に

▽
試
験
日
一
次
　
1
月
日
日
、
1
2
日

整
雪
辱
的
試
験

▽
勘
　
所
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

▽
受
付
　
5
月
⊥
5
日
～
2
2
日

▽
聞
合
先
福
岡
国
税
局
入
部
第
二
諜

＄
0
9
2
（
4
L
l
）
0
0
3
ュ

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
の

H
の
1
福
岡
合
同
庁
舎
内

ま
た
は
馨
り
の
税
務
馨
へ

福
岡
の
通
に
ド
ラ
マ
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
の
写
真
の
要
に
、
タ
イ

ト
ル
、
住
所
、
氏
名
、
語
話
番
号
、
撮
影
日
、

撮
影
勘
所
を
記
入
し
て
、
冶
露
を
守
る
月
間

行
部
実
行
委
員
会
郵
務
局
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
2
の
調
の
7
）
舘
0
9
2
（
4
7

1
）
6
3
3
1
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
筋

切
は
6
月
5
0
日
で
す
。

小
学
生
二
百
円
、
中
学
生
三
百

円
、
高
授
生
以
上
五
百
円

5
月
5
0
日
ま
で
に
、
申
込
書

（
親
書
体
育
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
）
に
参
加
費
を
添
え
て

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
肉
遠
賀

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
ナ
イ
タ

ー
施
設
が
完
成
し
た
の
を
記
念
し
て
、
ナ
イ

タ
ー
開
き
テ
ニ
ス
大
会
（
硬
式
）
を
開
催
し

ま
す
。
遠
賀
町
在
住
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
は
詣

▽
期
　
日
　
7
月
2
1
日
～
8
月
ュ
日

▽
場
所
　
九
州
産
業
大
学
（
福
岡
市
）

▽
資
格
・
高
等
学
校
お
よ
び
同
等
以
上
の

学
校
傘
重
苦
（
明
薫
薬
予
定

者
を
含
む
）

・
涌
1
8
蟻
を
過
ぎ
て
児
塞
福
祉
施

設
で
3
年
以
上
児
室
の
保
護
に

中
間
、
遠
賀
地
区
の
次
代
を
担
う
少
年
、

少
女
が
集
い
、
船
上
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
沖
縄
見
学
を
通
し
て
、
お
互
い
の
友
情

を
深
め
な
が
ら
団
体
生
活
の
楽
し
さ
と
厳
し

さ
を
学
び
ま
す
。

▽
日
　
程
　
8
月
ェ
3
日
－
8
月
ェ
7
日

▽
研
修
地
沖
約
本
風

▽
募
集
人
員
　
i
聞
入
（
小
学
4
年
－
中
学

8
月
m
日
の
「
道
の
白
」
に
ち
な
ん
だ
敬

の
作
詞
奮
藁
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
歌

え
る
楽
し
い
歌
の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

5
月
3
1
日
ま
で
に
、
東
京
都
千
代
田
区
麹

町
郵
便
局
私
香
箱
4
9
号
、
「
道
の
白
」
係

＄
0
3
（
2
2
1
）
0
0
8
0
へ
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
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続
清
篇
貝
町
文
蛍
丁
散
歩

㈲

古
道
を
辿
る
（
Ⅶ
）

室
町
時
代
随
一
の
紀
行
文
と
言
わ
れ
る
「

築
通
範
」
に
よ
る
と
、
今
か
ら
五
百
年
前

く
り
こ
ま
や
か
な
り
。
こ
や
の
せ
と
い
う
所

に
し
て
、
革
の
枕
を
結
ぶ
。
暁
ち
か
き
夢
に

誰
と
な
き
お
と
こ
天
神
と
名
乗
り
て
、
扇
を

予
に
絵
は
る
と
み
借
り
て
夢
さ
め
ぬ
。
則
ち

の
文
明
十
二
年
秋
、

大
内
政
弘
の
招
き

で
山
口
に
来
た
宗

祇
が
、
関
門
地
方

を
通
り
北
九
州
の

若
松
に
着
い
た
の

は
九
月
十
三
日
。

昔
の
知
人
麻
生

兄
弟
の
勧
得
を
う

け
て
、
山
海
の
ご
ち
そ
う
に
な
り
一
泊
し
、

翌
る
日
は
一
同
の
見
送
り
を
う
け
な
か
ら
大

塞
舞
に
出
発
し
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と

をi
I
色
々
の
肴
求
め
出
で
た
る
ほ
ど
、
こ
よ

ろ
き
の
い
そ
が
は
し
ぎ
も
思
ひ
や
ら
れ
、
盃

か
さ
な
り
、
さ
し
更
る
月
の
光
も
た
だ
な
ら

す
。
今
夜
は
十
三
夜
な
れ
は
と
て
、
発
句
を

名
や
お
も
ふ
こ
よ
ひ
時
雨
ぬ
秋
の
月

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
若
松
区
高
増
山
の

登
り
口
の
公
園
に
あ
る
宗
祇
の
碑
に
は
、
秋

の
月
の
旬
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

翌
九
月
十
四
日
の
こ
と
は

－
明
く
れ
は
、
海
陸
の
間
借
漆
へ
て
、
お

撫

　

雑

　

費

同
行
に
語
れ
ば
、

皆
こ
と
ふ
き
あ
へ

り。　－
こ
の
事
を
よ
く

涜
ん
で
見
る
と
、

そ
の
通
過
し
た
道

が
よ
く
解
ら
な

い
。
そ
こ
で
さ
さ

や
か
な
推
理
を
す

す
め
る
と
、
若
様
か
ら
江
川
を
通
り
遠
賀
川

に
出
て
、
木
尾
瀬
へ
逆
行
し
た
、
と
も
思
え

木
尾
滴
の
古
老
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
若
松
か
ら
船
便
で
木
庭
瀬
へ
ゆ
＜
こ
と

は
、
当
時
と
し
て
は
十
数
時
間
を
要
し
た
の

で
あ
ろ
う
、
と
の
こ
と
で
時
間
的
に
も
話
が

合
い
そ
う
で
あ
る
。

遠
賀
川
を
遡
行
す
る
と
き
、
島
津
か
ら
広

漠
あ
た
り
を
眺
め
な
が
ら
通
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
と
思
い
を
ば
せ
な
が
ら
、
春
鐙
に

燈
る
よ
う
な
遠
賀
川
の
堤
防
を
上
流
に
向

う。
宗
祇
と
扇
に
関
わ
る
伝
説
の
扇
天
神
は
、

木
庭
瀬
の
遠
賀
川
堤
防
ね
ぎ
に
在
っ
て
、
教

本
の
大
き
な
樹
と
緑
の
草
に
つ
つ
ま
れ
た
広

場
が
あ
る
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
の
黄
色
が
美
し

く
、
ま
ひ
る
の
太
陽
を
反
射
す
る
。
宗
祇
は

こ
こ
で

ひ
ろ
く
み
よ
民
の
革
謀
の
秋
の
は
な

婚
か
あ
さ
ん
の

憾
廉
メ
ニ
ュ
ー

パ
一
フ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
㈲

牛
乳
入
り
南
禅
寺
蒸
し

豆鳥／牛④

樹
　
料
（
四
人
分
）

屈辱
一

国

に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
句
を
残
し
て
い

る
。
昔
の
あ
り
さ

ま
を
偲
ぶ
こ
と
も

で
き
な
い
が
、
こ

の
一
区
面
を
占
め

て
静
ま
っ
て
い
る

「
扇
天
神
碑
」

は
、
嘉
永
五
年
十

一
月
、
土
人
の
要

務
で
書
い
た
、
伊

藤
常
足
の
蕾
で
あ

る。（
片
山
花
御
史
）

小
え
び

鶏
肉

え
の
き
茸

三
つ
欒

塩
・
こ
し
ょ
う

史
蹟
散
歩
へ
の
お
誘
い

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会

▽
日
　
時
　
5
月
1
7
日
（
日
）
9
時
的
分

虫
生
活
バ
ス
停
前
集
合

▽
行
先
虫
生
津
・
上
別
府
・
A
古
賀
方

面
の
史
瞳
探
訪

▽
講
師
吉
野
千
年

▽
そ
の
他
　
昼
食
携
行
　
ュ
5
時
半
終
了
予
定

作
り
方

①
豆
腐
は
ふ
き
ん
で
包
ん
で
水
気
を
き

り
、
す
り
鉢
に
入
れ
て
す
り
つ
ぶ
す
。

卵
は
1
個
つ
つ
割
り
入
れ
て
、
よ
く
混

ざ
っ
た
ら
牛
乳
と
④
の
調
味
料
を
少

し
っ
つ
加
え
て
混
ぜ
る
。

⑧
え
び
は
殻
を
む
い
て
わ
た
を
と
っ
て
お

③
鶏
肉
は
薄
い
そ
ぎ
切
り
に
し
て
、
塩
・

こ
し
ょ
う
を
少
し
ふ
る
。

④
え
の
き
茸
は
サ
ッ
と
洗
い
、
小
房
に
わ

け
て
お
く
。

⑤
三
つ
薬
は
、
結
び
三
つ
葉
に
つ
く
る
。

③
器
に
え
び
、
鶏
肉
、
え
の
き
茸
を
入
れ

て
①
壱
注
ぎ
入
れ
、
蒸
し
器
で
1
0
分
く

ら
い
蒸
す
。
仕
上
げ
に
結
び
三
つ
葉
を

の
せ
、
2
～
3
秒
蒸
す
。

※
動
物
懐
と
樋
物
怪
の
タ
ン
パ
ク
質
が
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

薄
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
一
品
で

す
。
牛
乳
を
使
う
こ
と
、
蒸
す
こ
と
を
お

す
ず
め
し
ま
す
。遠

賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会
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▽
接
穂
日

▽
時
　
間

▽
場
所

▽
対
象
者

▽
接
種
方
法

▽
持
重
昂

▽
注
　
意

5
月
5
0
日
（
水
）

受
付
1
3
時
的
分
～
1
4
時

投
与
　
ェ
3
時
0
0
分
～

英
公
民
館

生
後
3
ヵ
月
～
4
8
カ
月
未
満
の

乳
幼
児

生
後
3
ヵ
月
～
4
8
カ
月
の
問

に
6
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
2
回
投
与

母
子
手
帳
、
問
診
票

ポ
リ
オ
授
与
を
受
け
た
場
合
は

6
月
2
日
の
三
種
混
合
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
持
参
品
忠
子
手
限
受
領
の
方
は
印
鑑

▽
料
金
無
料

▽
期
日
　
5
月
2
6
日
（
さ

▽
時
間
　
9
時
5
0
分
～
ュ
0
時
5
0
分

▽
場
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
　
生
後
7
ヵ
月
～
畿
カ
月
児

▽
持
参
晶
母
子
車
種
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
容
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、

賊
乳
食
な
ど
指
導

▽
料
金
　
無
料

一
般
に
健
康
な
食

を
済
ま
人
が
朝
せ
た

後
に
便
意
を
も
よ
お

す
こ
と
か
ら
、
排
便

の
こ
と
を
．
朝
の
定

期
便
．
と
呼
ぶ
人
が

い
ま
す
。

こ
の
時
間
諸
は
み

ん
な
が
同
じ
よ
う
に

ト
イ
レ
に
行
き
た
く

な
る
の
で
、
ト
イ
レ

▽
勤
日
　
5
月
2
9
日
（
金
）

が
一
つ
し
か
な
い
家
で
は
、
．
順
番
待
ち
．

壱
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
∴
∴
、

講
弼
講
講

義
侵
し
て
、
便
秘
が
　
が
（

習
頂
化
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。

朝

▽
内
容
新
生
児
の
吸
い
方
、
沐
浴
指
導
　
▽
料
金

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
　
や
1
い

希
望
者
は
、
ハ
ガ
羊
に
住
所
、
父
母

の
氏
名
、
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
説
み
が

な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
）
と
生
年
月
日
、

続
柄
、
屯
話
番
号
を
記
入
の
上
、
遠
賀

町
役
揚
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係
」
ま
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

対
象
は
一
議
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

写
実
は
、
お
持
ち
の
お
す
ず
め
写
実

の
方
が
表
情
が
い
き
い
き
し
て
い
ま

す
。
写
真
が
あ
る
揚
合
は
、
ハ
カ
キ
に

そ
の
官
紀
大
し
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場

合
は
係
が
撮
影
に
う
か
が
い
ま
す
。

日
大
人
の
女
堂
に
は
こ
の
程
の
便
秘
が
多

く
、
そ
の
た
め
か
ど
う
か
便
秘
に
対
す
る
関

心
も
薄
い
よ
う
で
す
。

下
痢
と
い
え
ば
大
慌
て
す
る
人
が
多
い
も

の
で
す
が
、
悪
い
も
の
を
出
し
て
し
ま
う
下

痢
よ
り
も
、
排
泄
す
べ
き
も
の
を
体
の
中
に

た
め
て
お
く
便
秘
の
ほ
う
が
、
健
康
の
た
め

に
よ
く
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し

ょう。便
通
は
一
日
に
一
回
か
二
回
が
普
通
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
二
日
に
一
回
は
必
ず
排
便

す
る
よ
う
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

竃
曜
日
M
国
日
田

一
番
大
切
な
の
は
快
便

時
間
も
か
か
ら
ず
霧
診
科
．
も
い
ら
な

い
便
の
観
察
は
、
手
軽
に
で
き
る
ヘ
ル
ス
・

我

慢

は

禁

物

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

一
番
大
切
な
の
は
快
便
と
い
う
こ
と
で

す
。
快
便
と
い
う
の
は
、
ト
イ
レ
か
ら
帥
て

き
た
時
に
「
す
が
す
が
し
い
気
分
」
に
な
る

こ
と
で
す
。
決
し
て
色
や
頂
き
や
に
お
い
ば

か
り
を
気
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
べ
後
の
穂
類
に
よ
っ
て
色
は
変
わ
り
ま

す
し
硬
さ
も
違
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
全
体

の
駿
聾
も
受
け
ま
す
。

例
え
は
、
緊
張
し
た
り
心
配
唾
が
あ
る

と
、
大
腸
の
働
き
は
活
発
に
な
り
、
便
意
を

も
よ
お
し
た
り
便
が
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
便
が
大
腸
の
中
を
．
超
特
急
．

で
通
過
し
た
た
め
、
大
腸
の
役
割
で
あ
る
水

分
の
吸
収
が
妨
げ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
一
方

大
腸
の
中
を
鈍
行
で
通
過
す
れ
ば
便
は
硬
く

な
り
ま
す
。

便
秘
を
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
「

下
剤
」
に
頼
る
と
、
下
剤
な
し
で
は
便
通
の

な
い
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
薬
剤
に
頼

る
前
に
、
食
生
活
や
生
活
様
式
を
改
善
し
て

「
快
便
」
を
得
る
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
供
の
排
便
・
排
尿
の
し
っ
け

栂
親
の
注
意
と
努
力
が
必
要

と
こ
ろ
で
、
小
さ
な
子
供
は
蟹
に
下
痢

を
し
た
り
便
秘
を
し
ま
す
。
「
下
痢
を
し

た
」
と
慌
て
る
前
に
、
下
痢
の
原
因
を
考

え
、
そ
れ
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
親

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

孟
録
の
自
立
を
早
め
る
た
め
に
も
、
排
便
や

排
尿
の
し
っ
げ
に
は
母
親
の
注
意
と
努
力
が

必
要
で
す
。

指
導
　
－
　
青
山
　
美
原

岡
山
大
学
医
学
部
教
授



下 相の遵葉蘭重要語裏書
行却こよっては時間中途からの参加ができなかったり、また、他の参加者に迷惑をかけたりします。事前に確

めて、遅れないようにしましょう。

日 �曜 �行　　事　　内　　容 �時　間I実施会場1担当係名 ���対象や終了時問など �詳　細 

16 �土 � �14：30－16車難民館 ��社会教育係 �藷詳鶏役員 � 

18 �月 �弓　道　教　室　④ �19：00－2叫弓道生育係 ��� � 

20 �水 �ポーリ　オ　生　ワ　ク �13：10－14中央公民館巨億能係 ���乳幼児 �7ページ 

弓　道　教　室　⑤ � �弓道現車育係 ��町内在住の中学生以上 � 

22 �金 �弓　道　教　室　⑥ �19：00－2叫弓道生育係 ���町内在住の中学生以上 � 

19：00一21：00席料体育係 ���身女性 �5ページ 

23 �土 �子ども会育成会研修会 �19：00－21中央公民館i社会輔係 ���地区育成会員・・・議酋・・・ � 

24 �白 �第5回遠賀町民体育大会 �9：00－ �欝鴛弊i体育係 ��中学生以上 （3）一般の部 � 

25 � �妊　　婦　　相　　談 �13：30－15：車鰊健室巨億衛生係 ���妊産婦、母子手腹交付 �7ページ 

弓　道　教　室　⑦ �19：00－21‥001弓道生育係 ���町内在住の中学生以上 � 

26 �火 �乳　　児　　相　　談 �9：30－10車難民館 ��保健衛生係 � �7ページ 

27 �水 �弓　道　教　室　③ �19：00－21車道揚 ��体　育　係 �町内在住の中学生以上 � 

28 �木 �諸　大　学　開　講　式 �10：00一　世公民可社会教育係 ���60幾以上の方 � 

29 �金 �3　歳　児　検　診 �13：10－1映公民館巨億衛生係 ���3歳－4歳未満児 �7ページ 弓　道　教　室（㊦ � �弓道坤体育係 ��町内在住の中学生以上 � 

19…－2…陸聡中背係 ���身女性 �5ページ 

30 �土 �子ども全役員学習会⑤ � �中央公民館 �社会教育係 �お話しと実習 � 

31 �日 �第5回遠賀町民体育大会 男子バレーボール競技 �8；40－　憎諾引体育係 ���中学生以上 ント � 

第4回全国一斉ウォークラリー大会 大好きな

おとうさんの絵募集中

「父の日」にちなんで、大好きな
おうさんの絵を募集しています。対
象は力、学生未満のお子さんです。

絵の裏に、○簡単なおとうさんの
紹介文　○絵を招待、た人の住所と氏
名、年齢を書いて、5月20日までに

役場広報係へ申し込んでください。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

全
聖
者
に
行
わ
れ
る
全
国
一
斉
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
今
回
は
遠
袈

町
で
開
催
ざ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
　
時
　
5
月
野
口
（
日
）

受
付
　
9
時
、
ス
タ
ー
ト
的
時

▽
場
　
所
遠
賀
町
役
場
塑
寒
口

▽
コ
ー
ス
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
、
ヤ
ン

グ
向
な
ど
い
ろ
い
ろ

▽
謬
加
賞
　
二
百
円
（
保
険
料
・
参

加
賞
含
む
）

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
英
公
民
館

館
（
2
9
3
）
1
3
5
5

▽
諦
め
切
り
　
5
月
ュ
2
日
（
火
）

▽
主
　
催
北
九
州
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会

▽
共
　
償
　
遠
賀
町
教
書
委
員
会

▽
そ
の
他
筆
記
具
、
水
筒
、
雨
具

な
ど
を
準
備
く
だ
さ
い
。


